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FORUM�OUTLINE

 2020年2⽉にはじまったコロナウイルス
感染症の世界的蔓延は、私たちの⽣活様式
や価値観に様々な変化をもたらしました。
多くの劇場や芸術団体は、活動停⽌に追い
やられ、これまでの創作活動や鑑賞形態を
も変容させなければなりませんでした。こ
のコロナ禍で我々⽂化施設や芸術団体は何
を学び、何を得たのでしょうか。
 このオンラインフォーラムでは、欧州の
事例を中⼼に、コロナ禍が⽂化施設や芸術
団体に与えた影響を概観しながら、コロナ
禍から⾒えてきた芸術⽂化の社会的使命に
ついて考えました。

東京⽂化会館�Workshop�Workshop!�コンビビアル・プロジェクト

東京⽂化会館
60周年オンラインフォーラム
「より開かれた⽂化施設を⽬指して
 ―地域、多様性、コロナ禍」

⽇程
2022（令和4）年1⽉28⽇（⾦）
⽇本�18:00∼20:30 (UTC+9)
英国・ポルトガル�9:00∼11:30 (UTC+0)
欧州中央時間�10:00∼12:30 (UTC+1)
⾹港・台湾・シンガポール�17:00∼19:30 (UTC+8)
ニューヨーク�4:00∼6:30 (UTC-5)

会場
オンライン（Zoom�ウェビナー）

定員・申込⽅法�
定員 500名程度（事前申込制、先着順）�
料⾦�無料�
申込期間�2021年12⽉14⽇（⽕）∼2022年1⽉25⽇（⽕）
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内容�
 東京⽂化会館は、2021年に開館から60年を迎えました。東京⽂化会館はこれまで約7年間にわたり、
国内外の⽂化施設や芸術団体と積極的に交流し、東京⽂化会館ミュージック・ワークショップをはじめ
様々な教育普及プログラムを開発・実施してきました。
 その経験とネットワークを活⽤し、⼈⽣100年時代における⽂化施設の在り⽅や多様性を考えるた
め、このオンラインフォーラムを開催いたします。そして、コロナ禍の経験を振り返りながら、なぜ⽂
化芸術が誰もがアクセスでき、⽂化施設や芸術団体が開かれた存在であり続けなければならないのか、
各国の芸術団体とともに問い直します。

１）開会、主催挨拶

２）基調講演 

 「コロナ禍における欧州⽂化セクターの動向とこれから」
 バーバラ・ゲスラー（欧州連合・欧州委員会クリエイティブ・ヨーロッパ部⻑）

３）事例紹介

 「コロナ禍でも芸術⽂化とつながっているために」
 ジリアン・バーカー（英国ロイヤル・オペラ・ハウス�ラーニング＆パーティシペーション部⻑）

４）オープンディスカッション 

 「コロナで失ったこと、得たこと――これからの芸術⽂化機関の未来像をめぐって」
 登壇者:��

  梶��奈⽣⼦（東京⽂化会館�事業企画課⻑）
  ジリアン・バーカー（英国ロイヤル・オペラ・ハウス�ラーニング＆パーティシペーション部⻑）
�  ジョルジュ・プレンダス（カーザ・ダ・ムジカ�エデュケーション部⻑）
 モデレーター:

  湯浅真奈美（ブリティッシュ・カウンシル�東アジア地域�アーツ部⾨ディレクター)

５）閉会

制作：東京⽂化会館�事業係 杉⼭幸代

主催：東京都／公益財団法⼈東京都歴史⽂化財団�東京⽂化会館・アーツカウンシル東京�

協⼒：ブリティッシュ・カウンシル、RESEO（欧州オペラ・⾳楽・ダンス教育普及担当者ネットワーク）

助成：⽂化庁⽂化芸術振興費補助⾦（劇場・⾳楽堂等機能強化推進事業）｜独⽴⾏政法⼈⽇本芸術⽂化振興会
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東京⽂化会館�撮影�渡辺義雄

写真で巡る東京⽂化会館 1961年から2021年へ

東京⽂化会館�撮影�渡辺義雄 東京⽂化会館�撮影�渡辺義雄

東京⽂化会館�撮影�渡辺義雄東京⽂化会館�撮影�渡辺義雄



🄫Tetsuya�Ito

🄫Tetsuya�Ito

🄫Tetsuya�Ito

🄫Tetsuya�Ito



OPENING  REMARKS

主催挨拶

 東京⽂化会館の杉⼭浩⼆でございます。東京⽂化会館60周年オンラインフォーラムの開
会にあたりまして、⼀⾔ご挨拶申し上げます。

 東京⽂化会館は、クラシック⾳楽、オペラ、バレエなど舞台芸術を上演する施設とし
て、1961年に建築され、2021年には開館60周年を迎えました。⽇本のクラシック⾳楽や
バレエの歴史においては最も歴史が⻑いホールの⼀つです。

 建物は、ル・コルビジェの弟⼦である前川國男が設計し、⽇本が誇るモダニズム建築と
して国内外で知られています。

 東京⽂化会館の⾃主事業は「創造発信」と「⼈材育成」、そして「教育普及・社会包
摂」の3つの柱で構成されており、0歳から⼤⼈まであらゆる世代の成⻑の過程に寄り添え
る独⾃の⾳楽プログラムを展開しております。

 2017年度からは社会包摂を意識した事業を開始いたしました。今では、年齢や障害、社
会的ハンディキャップのあるなしに関わらず、あらゆる⼈々が⾳楽鑑賞や⾳楽創造体験に
参加できる機会を提供しており、多くの⼈々が新たな⽂化創造に関わることができる取組
みを⾏なっております。

 本⽇のフォーラムでは、ヨーロッパの事例を中⼼に、コロナ禍が⽂化施設や芸術団体に
与えた影響について話を進めてまいります。本⽇の議論を通じて、コロナ禍から⾒えてき
た芸術⽂化の社会的使命について皆さんと共有する機会になることを期待しています。ご
参加の皆様が本⽇のフォーラムで何か有益な視点を得て、ウィズコロナ時代における芸術
⽂化を通じた共⽣社会の実現に向けたきっかけとなることを祈念いたしまして、私からの
挨拶とさせていただきます。本⽇はよろしくお願いいたします。

�公益財団法⼈東京都歴史⽂化財団
�東京⽂化会館 副館⻑

杉⼭ 浩⼆
�
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コロナ禍における欧州⽂化セクターの
動向とこれから

基調講演

バーバラ・ゲスラー
（欧州連合・欧州委員会�クリエイティブ・ヨーロッパ部⻑）

 今⽇は、欧州の⽂化産業におけるコロナ禍
の影響について、EUによるコロナへの対応
と⽀援について中⼼にお話したい。
 欧州では、⽂化および創造性は、経済・社
会・⽂化の多様性、さらには国際関係におい
て、重要な価値があると認識されている。

●欧州の⽂化創造産業が創出する経済
的・社会的価値
  ま ず ⽂ 化 創 造 産 業 � Cultural� and
Creative�Sectors（以下、CCS）の経済価
値は⼤きく、EU内で約800万⼈の雇⽤創出
とともに、120万社（主に中⼩企業）が
CCSで起業しており、EU全体の4％の経済
価値を⽣み出している。しかし、経済的な貢
献だけでなく、⽂化はイノベーションの可能
性を広げ、欧州の経済全体の競争⼒の維持と
促進にも繋がっている。
 社会的価値は、⽂化を介したコミュニティ
形成に深く関係する。欧州全域で美術館・博
物館へのアクセスならびに芸術芸術活動への
参加に関してかなりの地域格差があり、全て
の国で⽂化に平等にアクセスできる環境を整
備しなければならない。
�⽂化が担う役割は⼤きく、特にこの12ヵ⽉
間にそれが顕著になった。またパンデミック
に限らず、福祉の⾯においても⽂化は重要で
あり、国の予算にも影響を与えている。加え
て、社会包摂の観点でも、欧州に⼊ってくる
移⺠に対して、新しい⼟地に馴染めるように
⽂化を通じて彼らを社会に巻き込んでいくな
ど⽂化が重要な役割を果たしている。欧州に
おいて、芸術⽂化は⼒強いコミュニティの形
成に貢献しているといえる。

 ⽂化が担う役割は⼤きく、特にこの12ヵ
⽉間にそれが顕著になった。またパンデミッ
クに限らず、福祉の⾯においても⽂化は重要
であり、国の予算にも影響を与えている。加
えて、社会包摂の観点でも、欧州に⼊ってく
る移⺠に対して、新しい⼟地に馴染めるよう
に⽂化を通じて彼らを社会に巻き込んでいく
など⽂化が重要な役割を果たしている。欧州
において、芸術⽂化は⼒強いコミュニティの
形成に貢献しているといえる。
 ⽂化の多様性は、欧州では極めて重要視さ
れている。27のEU加盟国の8割の市⺠は、
⾃分の地域、国にとって⽂化的遺産が重要で
あると認識している。⽂化がその国や地域の
アイデンティティを形成していることから、
芸術の分野でも⽂化の多様性が尊重されるべ
きだが、観客が⾃国以外の作品に触れる機会
も重要である。この点においては、⾔葉の障
壁が課題となっており、⾔語の多様性を維持
しながら、対策を考える必要がある。
 国際関係においても、⽂化はソフトパワー
として⼤きな役割を果たしており、他国の⽂
化機関等とのパートナーシップが⻑期的な成
果をもたらしている。

�

●欧州CCSにおけるパンデミックの影
響と芸術⽂化⽀援
�欧州のCCSにおけるコロナの影響につい
て、2021年に調査が⾏われた。映画の興⾏
収⼊は2020年に70％落ち込み、⾳楽ホール
等の観客は76％減、収益は64％減となっ
た。美術館・博物館等も売上げが75∼80％
落ち込んだ。業界全体で2020年は約2000
億ユーロの売上げの落ち込み（前年⽐）とな
り、回復に向けた⼤きな障壁となっている。

KEYNOTE  SPEECH

F O R U M  R E P O R T 0 7



KEYNOTE  SPEECH

�コロナ禍のEUでは様々な投資・緩和・失業
対策が講じられた。⽂化政策でも助成⾦は
EU全体を⽀えるという原則がある。加盟
国・都市地域レベルでは上⼿く対処できない
問題に対して、加盟国のすべての状況を集約
し、EU全体で補完・⽀援している。
� 欧 州 委員会 � European� Commissions で
は、様々な⽔平展開[1]による対応をしてい
る。私が担当する助成プログラム「クリエイ
ティブ・ヨーロッパ � Creative� Europe 」
は、EUで唯⼀CCSを⽀援する制度で2021
∼27年の７年間に24億ユーロという過去最
⼤規模の予算が組まれた。
 この助成プログラムは、⽂化、メディア、
クロスセクターの3つが対象となる。レジリ
エンス（回復⼒）のある強靭なセクター形成
と欧州⽂化のアイデンティティ形成を⽬指
し、⾳楽、⽂化遺産、出版、建築、⽂化観
光、ファッション・デザイン等の分野におけ
る、国境を越えたパートナーシップの推進、
ネットワーキングの促進を重点的に⽀援する
[2]。⾳楽に特化したミュージック・ムーブ
ス・ヨーロッパMusic�Moves�Europeとい
う⽀援事業もある。また、中⼩規模団体への
⽀援としてCCS融資保証制度[3]もあり、現
在4,362の団体がこの制度により活動を開
始、継続できている。
 クリエイティブ・ヨーロッパ以外にも、ホ
ライゾン・ヨーロッパ�Horizon�Europeを

通した⽂化遺産事業のサポートや、欧州イノ
ベーション・技術機構（EIT）の知識・イノ
ベーション共同体（KIC）においてCCSに特
化したKICが追加設置された。
 EU加盟国にはかなりの予算をCCSに割い
ている国もあり、EUでは各国での実例を共
有し、お互いが学び刺激を受けることを重視
している。クリエイティブ・ヨーロッパでは
国レベルの⽀援と各国の資⾦を補完するため
の⽀援を展開している。また、EUではコロ
ナ禍後に⼤規模な投資計画を予定しており、
国家再興計画の中で2％をCCSに拠出するよ
う努めている。
 私たちは常に、様々な⼿段を適応させ危機
に対処しなければならない。現場主義の⽀
援、新しいビジネスモデルを常に考えること
も必要だ。短期的な緊急対策も⾮常に重要だ
が、中⻑期にわたるレジリエンス（回復⼒）
形成も不可⽋だ。EU全体、国家レベル、あ
らゆるレベルで協⼒し、互いに相乗効果を⽣
み出していくこと、そして国による⽀援が欧
州内で国を越えて協⼒して捻出・展開できる
ことが必要だろう。

[1]�国境を越えた形での協⼒体制を意味する。
[2]�2014-2020年の間に3,760の組織の間で647以上のパートナーシップが構築された。
[3]�The�Cultural�and�Creative�Sectors�Guarantee�Faci l ity�(CCS�GF)、2016年に開始した。
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 本⽇は、「コロナ禍における創造性」というテー

マで、ロイヤル・オペラ・ハウス(Royal� Opera

House,�以下ROH)がコロナ禍にどう対処したかにつ

いてお話したい。

 ROHは1858年に建てられ、ロイヤル・オペラ、

ロイヤル・バレエ、ロイヤル・オペラ・ハウス・オ

ーケストラの本拠地である。

 ROHでは、オペラやバレエの想像⼒豊かな世界を

全ての⼈に楽しんでもらうことを⽬的とした「ラー

ニング＆パーティシペーション・プログラム

Learning�&�Participation Programme」（以下

L&P）を⾏っている。L&Pの活動⽬的は、国の学校

プログラムを拡⼤させ教育制度を通して⼦供たちがオ

ペラやバレエへアクセスできること、若い才能を多様

性ある形で育成すること、ROHを家族やコミュニテ

ィに開かれた形で、誰もが利⽤できるようにするこ

と、新しい観客に対し様々な公演との出会いを創出す

ることである。

コロナ禍でも芸術⽂化とつながっているために

事例紹介［英国ロイヤル・オペラ・ハウス］

ジリアン・バーカー
（英国ロイヤル・オペラ・ハウス�ラーニング＆パーティシペーション部⻑）

突然のパンデミックで2020年3⽉からROHは休館となり、約4000万ポンドの損失を伴う

⼤打撃を受けた。観客にも、コミュニティにとっても芸術に参加する機会が奪われてしま

うことは⼤打撃であった。そこでROHは、迅速にデジタル活動への投資を開始し、公演を

収録、トークやイベント等をオンラインで配信した。

L＆Pでは、突如休校となり⾃宅での学習教材や学習活動が必要な⼦供たちのために、休校

2週間後には、12週間分の⾃宅学習プログラムを創り上げた。このプログラムは、ダンス、

⾳楽とアート等の６つの活動を毎週⾏い、毎週末に⼦供たちが⾃分の作品をSNSに投稿す

るものである。⼤反響があり、69,000⼈以上のSNSの投稿、また58,000件を超える閲覧

があった。特に⾃分だけのミニROH劇場を作ろうという活動には9,000家族以上の参加が

あり、イギリスだけでなく世界各国の家族が参加した。シンプルな創造活動が⼀番成功し

たことは⼤変興味深く、多くの⼈々の創造性が開かれたことが嬉しかった。

©2018 ROH. Photograph by Luke Hayes

CASE  STUDY
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 もう⼀つのプロジェクトは、ロンドンから北に300

マイル離れた町、ドンカスターとの連携である。この

地区は経済的な貧困状況にある。以前から連携事業を

⾏っており、ロイヤル・バレエ団ガラ公演がコロナで

延期になった代わりとして、「ドンカスター・ダンス

Doncaster�Dance」というデジタル・プロジェクトを

企画することになった。

 ドンカスター・ダンスは、学校、ラグビークラブ、

介護施設、ダンススクールの⼈々等を巻き込んだ3週間

のプロジェクトである。ロックダウンやソーシャルデ

ィスタンスの経験をふまえた創作ダンスを、ロイヤ

ル・バレエ団のダンサーの指導のもと、「ロミオとジ

ュリエット」からインスピレーションを得て制作をし

た。最終的には135⼈が参加し、⼀つの作品として編

集した。ROHはロンドンにありながら、ドンカスター

の地域コミュニティと強⼒な繋がりができた。また、

この作品をSNSで公開することにより、世界各国から

視聴者を集めることができ、ROHが⾏うプロジェクト

の知名度も上がった。

 2020年9⽉にはロックダウンが解除され、⾊々なプ

ロジェクトを展開した。学校の⽣徒たちを劇場に招く

企画では、オペラ《魔笛》について⽣徒たちに事前に

オンラインで学んでもらい、上演前に2,000⼈の⼦供

たちとオペラ歌⼿たちが「パパパの⼆重唱」を⼀緒に

歌った後、初めてのオペラの鑑賞体験をしてもらっ

た。この環境、雰囲気は、とてもエキサイティング

で、⽂化へのアクセスの重要性を改めて感じた。

 今⽇は、ROHの様々な事例を紹介させていただい

た。ありがとうございました。

CASE  STUDY

All photos ©2022 ROH 
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湯浅真奈美（以下、湯浅）：
 今回は「コロナ禍で失ったこと、得たこと――これ
からの芸術⽂化機関の未来を考える」という⼤きなテ
ーマであるが、ディスカッションに⼊る前に、梶さん
とプレンダスさんに2020年3⽉以降の⽇本とポルト
ガルの状況についてお話をいただきたい。

梶�奈⽣⼦（以下、梶）：
 東京⽂化会館では2020年4∼6⽉に約2ヵ⽉休館を
強いられた。公演の中⽌や延期は、フリーランスのア
ーティストやスタッフの仕事がなくなる痛⼿に加え、
劇場を運営する側にも⼤きな打撃となった。⽇本は貸
館事業が多いため、公演中⽌や延期があると施設使⽤
料収⼊がなくなり、運営費が枯渇してしまう状況にな
った。東京⽂化会館の場合、事業の運営費に対してア
ーツカウンシル東京や⽂化庁から公的⽀援を受けてい
るが、基本的には劇場の付帯施設（レストラン、ショ
ップ）の売上を運営資⾦にしているため、休館・休業
してしまうと収⼊が無くなる。休館後は、新たな国か
らの補助⾦制度や、様々な運営資⾦を活⽤すること
で、企画していた事業はほぼ実施することができた。
⼀⽅で、エデュケーション事業（アウトリーチ活動）
は、感染リスクを懸念する⾼齢者施設や社会福祉団体
との連携が実施できない状況になった。コミュニケー
ションを重視しているワークショップなども今までと
は違う形や⽅法論を模索し、オンラインプログラム等
も新たに開発展開している。

ジョルジュ・プレンダス（以下、プレンダス）：
 2013年からカーザ・ダ・ムジカ（以下、CDM）
と東京⽂化会館の国際連携事業は続いているが、
2020年7⽉から東京に⾏くことができない状況であ
る。
 CDMについては、この2年間をフェーズに分けて
話したい。最初のフェーズは、2020年3⽉の「希
望」のフェーズ。4⽉19⽇まで閉館しなければならな
かったが、短期的な閉館だろうと実は楽観視してい
た。
 次のフェーズは「暗⿊」のフェーズで、悲愴な時
期だった。4⽉から6⽉になっても全てが閉じられ、
⾊々な問題が出てきた。例えば、エデュケーション
事業に関わっている多くのフリーランスの⾳楽家や
専⾨家たちの⽣計が⽴たないという状況に直⾯し
た。政府⽀援も⼀部あったが、CDMのような⽂化施
設はフリーランスの⼈たちに50％の給与を払う義務
が課せられた。活動や公演が中⽌されても我々は
75％払うと決意したが、チケットの売り上げ、施設
内レストラン等の収益源がなく、資⾦難に陥った。
 �その後、6∼7⽉頃から⼩規模な活動を始めると、
「新しい希望」のフェーズに⼊る。夏の終わりには
順調に回復するだろうと思っていたが、2021年1⽉
に再び閉館を余儀なくされ、5⽉まで何もできず、
「新たな悲愴」フェーズに突⼊した。しかし、今度
はもっと備えることができたため、以前にはできな
かったオンラインワークショップや多くのコンサー

コロナ禍で失ったこと、得たこと
 

――これからの芸術⽂化機関の未来像をめぐって

オープンディスカッション

登壇者：

 梶�奈⽣⼦
 （東京⽂化会館�事業企画課⻑）

 バーバラ・ゲスラー
 （欧州連合・欧州委員会�クリエイティブ・ヨーロッパ部⻑）

 ジリアン・バーカー
 （英国ロイヤル・オペラ・ハウス�ラーニング＆パーティシペーション部⻑）

 ジョルジュ・プレンダス
 （カーザ・ダ・ムジカ�エデュケーション部⻑）

モデレーター：

 湯浅真奈美
 （ブリティッシュ・カウンシル�東アジア地域�アーツ部⾨ディレクター)
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トの撮影・配信を⾏った。学校に訪問するワークショ
ップも再開し、⼦供の聖歌隊もオンラインで活動を続
けた。
 現在はニューノーマルの時代に⼊り、今までとは異
なる状況となった。我々は⽂化施設に⼈々を呼び戻す
努⼒を続けることが必要だと感じる。

湯浅：
 各国の感染状況、国の対策は異なるが、我々は皆、
同じ状況を経てきたのではと思う。
 先ほどのバーカーさんからの英国ロイヤル・オペ
ラ・ハウス（以下、ROH）の事例紹介の中で、学校が
突然休校になってから2週間で12週間分のファミリー
向けのプログラムを⽴ち上げたことは、すごいスピー
ド感である。どういうプロセスでプロジェクトを⽴ち
上げたのか。

ジリアン・バーカー（以下、バーカー）：
 3、4年前からデジタル活⽤も必要と考えていたの
で、すでにデジタル・コンテンツをかなり開発してお
り、学習プラットフォームも持っていた。インフラが
整っていたのでコンテンツを迅速に開発できた。ま
た、12週間分をまとめて作ったわけではなく、ブロッ
クごとに少しずつ作った。コンテンツ、デジタル開発
に⼤事なスタッフは、その12週間休業にならないよう
にし、2020年3⽉頃は、ZoomやTeamsなど新たな技
術を在宅で素早く⾝につける必要があった。幸い、
我々のチームには⼦供がいる⼈たちがいたので、⾃宅
で⼦供の学習の⾯倒をみる⼤変さについて共有でき、
⾼いモチベーションが⽣まれた。

湯浅：
 CDMでも、オンラインを使う取組みをされている
が、苦労・⼯夫した点などあったか。

プレンダス：
 コロナで１つ良いことがあったとすれば、⽂化施設
におけるデジタル化の発展だと思う。⾊々なカンファ
レンスで、デジタルの世界をどう発展させるか、どう
活⽤するのかということが話し合われるが、多くの場
合、机上の議論になっていた。しかしコロナ禍で、私
たちは迅速に対応しなければならなかった。その準備
ができていなかった⽂化施設も多く、CDMもそうであ
った。技術的なことだけではなく、どう活⽤するかと
いう問題があった。ライブセッションをスマホでやる
⼈たちもいたが、我々は質の⾼い⾳と映像を提供しな

ければならない。しかし、CDMで撮影することはで
きず、その議論をしていたことで、CDMがコロナ禍
の対応が少し遅れたのは確かだ。
 第2フェーズの2020年10⽉からオンラインワーク
ショップを開始した。学校や家庭への配信、東京⽂化
会館との取組みも含め、どうすれば遠隔でセッション
をできるかを考えた。⾊々な⼿法を学び、解決策も⾒
つかったが、⽣の体験に代わるものはない。Zoomや
Teamsなど、⾊々なプラットフォームによって上⼿く
いくのではと思ったが、ある程度までいくと未来はこ
れだけではないと感じる。バランスをとった形にした
いと考える。

湯浅：
 まさにそのとおりであると思う。東京⽂化会館の場
合は、どうであったか。

梶：
 東京⽂化会館は、今年60周年のかなり古い建物で
デジタル環境がまったく整っていない状況だった。皆
さんがロックダウンの期間に様々な配信をされていた
頃、私たちはまだ為すすべもなく休館を迎え、休館が
明けて最初に⾏ったのが⽣のコンサートだった。劇場
で⽣演奏を聴いてもらう重要性を感じる⼀⽅、こうい
う時期だからこそ劇場や⾳楽にアクセスできない⼈た
ちも出てきた。我々が⾏った最初のオンライン配信
は、重度の障害や疾病によりもともと在宅・在院でし
か授業が受けられない特別⽀援学校の児童⽣徒対象の
ライブワークショップだった。限定配信だったが、オ
ンラインならではの良さを感じた。その他にも、配信
型・参加型のワークショップ、演奏コンテンツの配信
にも取組んだ。

湯浅：
 今の事例のように、会場に来られなかった⽅たちに
オンラインだからこそ届けられるという新たな発⾒も
あり、バーカーさんからリーチできる幅が広がったと
いうこともお聞きした。その反⾯、ライブとオンライ
ンでは、体験の⽬的や、何を可能にするかということ
が異なると思う。ROHは4年前からデジタルを使って
いくというヴィジョンを掲げているが、特にL&Pの事
業での経験と気づきをお聞きしたい。

バーカー：
 ライブとオンラインでは⽬的が違うという点が重要
なポイントである。我々はライブは良い、デジタルは
良くないという⾒⽅を変えるべきだと思う。英国では
現在24,000の学校があるが、ROHは多くの⼩学校が
バレエ、オペラを経験すべきだという⽬標を掲げてい
る。しかし、全ての学校に訪問することは不可能であ

コロナ禍は、⽂化施設や芸術団体に
デジタル化をもたらした。
しかし、現場は迅速に対応しなけれ
ばならず、技術的なことだけではな
く、どのように活⽤するのかという
問題があった。

ライブとデジタルでは⽬的が異な
る。⽬的は何かを定義することが
重要である。

OPEN  DISCUSSION
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るため、「クリエイト＆ラーン�Create�&�Learn」と
いうプログラムを開発した。これは、デジタル・コン
テンツを⽤いて先⽣⽅をライブ指導し、先⽣はデジタ
ル・プログラムを通してバレエ、オペラを学び、⽣徒
たちに教えるというものである。まさに⽬的は何かと
いうことを定義することが重要で、対⾯でオペラ《魔
笛》を観ることとは異なるが、１つの⽅法である。よ
り多くの⼈が初めてオペラやバレエにアクセスでき、
オペラやバレエへのアクセスが３倍になることを願う
には、オンラインの場合もあれば、劇場もある。その
ように期待値のバランス、⽬的のバランスを取るとい
うことが重要だ。

湯浅：
 ⼤事な点は、ライブが良い、デジタルが悪いではな
く、デジタルが可能にするものは何なのかというとこ
ろなのだと思う。プレンダスさんも、オンラインを活
⽤することによって、未来に向けて可能性が⾒えてき
たということはあるか。

プレンダス：
 オンライン・コンテンツで学校が使えるものを、ポ
ルト以外の遠い地域、ひいてはアフリカも含めたポル
トガル語を話す全ての国に配信していきたい。遠い所
でもCDMのプログラムに参加できるという環境を作り
たい。オンラインにはプラスの学びもあると思う。

湯浅：
 ここで、基調講演をしていただいたゲスラーさんに
もコメントをお願いしたい。

バーバラ・ゲスラー（以下、ゲスラー）：
 ⾮常に興味深く拝聴した。様々な団体、アーティス
トたちが、とてもクリエイティブにコロナ禍の影響に

⽴ち向かってきたのがわかった。デジタル技術を使う
ということは、様々な観客に繋がれる新しい⽅法であ
り、物理的なモビリティ（移動⼿段）の代わりとなる
が、⼀⽅で、対⾯の体験、直接的な交流を完全にデジ
タルで置き換えることはできない。しかしこの機会
に、全ての組織、クリエイティブな⼈たちに、もっと
デジタルに投資することを促したい。エコロジーの⾯
でも興味深いソリューションであり、有効ツールとし
て継承されるだろう。クリエイティブ・ヨーロッパと
しても、デジタル技術を通したイノベーションを推奨
している。
 いくつかのプロジェクトで、既にオンライン・ライ
ブを開始しているものがある。例えば、オペラ・ヨー
ロッパは⽇本を含め世界中にオペラ体験を提供できて
いる。テクノロジーへ投資し、プロとして使いこなせ
るようになることは重要である。加えて、デジタル技
術によって包摂的なことができることもわかった。パ
ネリストの⽅々のお話の通り、デジタル技術を使うこ
とで容易になることもあるため、⽂化への参画を促す
ために活⽤していきたい。
 ライブの⼒というのも信じている。舞台公演も戻し
ていきたいので、ライブとデジタルの両⽅の取組みに
我々は投資をしていきたい。
 
湯浅：
 ゲスラーさんに様々なキーワードを提⺬いただい
た。デジタルの可能性を広げつつ、ライブ体験とどの
ようにブレンドし、新しいイノベーションを⽣み出す
かが今後の⼤きなチャンスであり、課題である。その

ライブが良い、デジタルは悪いで
はなく、デジタルが可能にするも
のは何なのか。

OPEN  DISCUSSION
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ためには、関連する契約の話など、様々な整備が必要
だろう。
 また、「包摂的であるべき」というのもキーワード
である。デジタルの活⽤によって芸術⽂化へのアクセ
スが⾼まることもあるが、また同時にデジタル・デバ
イド（情報格差）の問題も⾔われており、社会包摂の
在り⽅を考えるべきだと思う。
 さらに、「クリエイティブ」というのもキーワード
となる。組織またはチームで働く⼀員として、アーテ
ィストや組織を⽀援する団体として、いかにクリエイ
ティブになれる幅を残していくのか、今後の重要な課
題であると思う。
 ここでゲスラーさんに質問が来ている。皆さんから
コロナ禍でフリーランスのアーティストが⼤きな影響
を受けたという話があったが、⽀援対象となるアーテ
ィストの基準は何かということだが、いかがか。

ゲスラー：
 クリエイティブ・ヨーロッパとしては極めて具体的
な条件を設けて資⾦提供を⾏っている。プログラムの
⼤半が団体向けであるが、唯⼀個⼈対象のものがアー
ティストのモビリティ（流動性）を⽀援する制度であ
る。喜ばしいことに、このモビリティ制度を拡⼤する
ことができ2,100万ユーロを使えることになったが、
対象はプロのアーティストである。我々としては、よ
りプロフェッショナルな層に注⽬しており、アマチュ
アにはそれほど注⽬していないが、もしアマチュア団
体が確⽴した組織として地位を築いているのであれ
ば、資⾦提供は可能である。クリエイティブ・ヨーロ
ッパでは、アーティストに対する直接⽀援はモビリテ
ィ制度のみだが、フェスティバルや劇場などに⽀援を
すれば間接的な形でアーティストの⽀援になり、ひい
ては権限委譲、補完性の原則[i]に⽴ち返ることができ
る。

湯浅：
 今回、皆さんからお話を聞ける機会は⾮常に有意義
であった。バーカーさん、プレンダスさん、梶さん、
ゲスラーさん、ありがとうございました。

[i]�ゲスラー⽒の発⾔では「サブシディアリティの原則�subsidiarity
principle」と英語で表された。

�
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 本フォーラムは、コロナ禍によるEUの取
組み、及び劇場・⾳楽堂等を中⼼とした課題
と今後の⽅向性について共有できた貴重な機
会であった。とりわけ今回は、ロイヤル・オ
ペラ・ハウス、カーザ・ダ・ムジカ、東京⽂
化会館という都市部の⼤型⽂化施設、いわゆ
る国を代表する施設が、それぞれの⼿法でデ
ジタル技術を活⽤しながらコロナ禍を乗り越
え、そのことが結果的に社会包摂における新
たな試みへ繋がっていることが明らかとなっ
た。今回のディスカッションを通して、舞台
公演やワークショップをオンライン化する際
は、ライブ公演とは異なる⽬的、達成⽬標を
明確にすることが肝要であり、ライブとの善
し悪しを⽐較するのではなく、またコロナ禍
のライブ公演の代替え事業ではなく、新たな
事業として捉える段階にきていると感じた。
海外では、社会包摂に対する⼀⼿法として、
また世界へ発信するための有効な⼿段として
オンラインの有効活⽤が進んでおり、我々も
参考にすべきであろう。
 突然起こったパンデミックは、デジタル対
応が遅れがちだった⾳楽分野のオンライン化
を急加速させ、ICTの発展により様々な⼿法
が考案されると同時に、⾳質や⾳の遅延等の

◆編者略歴

⾚⽊ 舞（あかぎ・まい）

⽶国イーストマン⾳楽学校ピアノ科卒業後、東京藝術⼤学⼤学院でアートマネジメント・⽂化政策を
学ぶ。学術博⼠。オーケストラ、劇場等の運営やアウトリーチに関する研究を⾏っている。現在、武
蔵野⾳楽⼤学、昭和⾳楽⼤学、東京⾳楽⼤学、慶応義塾⼤学の講師の他、⼀般財団法⼈地域創造のコ
ーディネーターを務める。

問題も改善された。合唱団の活動やワークシ
ョップといった様々な事業がオンラインで可
能となり、地理的・物理的に劇場とつながる
ことができなかった⼈々へ芸術⽂化を届ける
ことが可能となった。⾔い換えれば、劇場の
ステークホルダーの拡⼤に繋がったといえよ
う。今後、このデジタル環境をどのように
「クリエイティブ」に活⽤していくかが、劇
場がライブ公演と並⾏して持続的にオンライ
ン事業を展開していく重要なポイントとなる
と考えられる。劇場の展開に注⽬してきた
い。
 また、このような事業の発展には、基盤整
備のための⽀援政策、著作権等の整備が必要
であることも改めて認識できた。今回紹介さ
れたクリエイティブ・ヨーロッパの取組み
は、わが国の⽀援政策のあり⽅について⼤い
に⺬唆を与えてくれた。

2022（令和4）年�3⽉
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⾚⽊舞
（アートマネジメント、⽂化政策／武蔵野⾳楽⼤学�講師）

INSIGHTS  FROM  THE  FORUM



登壇者略歴

バーバラ・ゲスラー�
Barbara�GESSLER
欧州連合・欧州委員会�
クリエイティブ・ヨーロッパ部⻑
欧州議会を経て、1994年に欧州委員会⼊局。総局の視聴覚政策ユニ
ットを経て、96年に環境部⾨に異動。98年から2003年まで欧州委員
会（ベルリン）にて勤務。2003∼04年、ドイツ⽂化評議会従事のた
め休職。その後、欧州委員会のボン地域代表（∼09年）、欧州経済社
会委員会プレスユニット⻑（ブリュッセル、∼11年半ば）を歴任し、
2016年までEUの資⾦調達プログラムに関する執⾏機関の⽂化ユニッ
トを運営。2017年より教育・⻘年・スポーツ・⽂化総局にて、クリ
エイティブ・ヨーロッパ・プログラムの⽂化部⾨を担当。
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ジリアン・バーカー
Jil l ian�BARKER
英国ロイヤル・オペラ・ハウス�
ラーニング＆パーティシペーション部⻑
あらゆる⼈の創造的学習に腐⼼する。30年にわたり、実践家、企画
者、政策⽴案者として、アーツカウンシル、バービカンセンター、ナ
ショナルギャラリー、テートラーニングなど国際的な芸術団体に従
事。現在はロイヤルオペラハウスのラーニング＆パーティシペーショ
ン部⻑として、ROHの全国学校プログラムの⽴ち上げ、デジタル学習
の統合、コベントガーデン開放事業を担当し、何千もの家族や参加者
がバレエやオペラに触れる機会を提供する。これまでにロンドン⼦供
映画祭共同設⽴、プリンス・オブ・ウェールズ⼦供芸術基⾦（The
Prince� of�Wales' � Foundation� for�Chi ldren� and� the�Arts）の創
設評議員。近年は新作の委嘱に⼒を⼊れており、2012年のロンドン
五輪で⽴ち上げた事業「 New� Music� 20x12 」 は「 New� Music
Biennial」へと発展している。

※登壇順に掲載

湯浅真奈美�
YUASA�Manami
ブリティッシュ・カウンシル�
東アジア地域�アーツ部⾨ディレクター
⼤学卒業後、国際産業⾒本市主催会社の広報部、独⽴系の映画配給会
社の劇場宣伝部を経て、1995年、英国の公的な⽂化交流機関である
ブリティッシュ・カウンシルのアーツチームに所属。2005年よりア
ーツ部⻑として、⽇英の⽂化機関、政府、⾏政などと連携し、⽇英間
の⽂化関係者の交流、協働を推進している。2021年5⽉に、ブリティ
ッシュ・カウンシルの東アジア地域アーツ部⾨ディレクター（暫定）
に就任、アジア14か国のブリティッシュ・カウンシルのアーツチーム
を統括している。

SPEAKER  PROFILES
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梶�奈⽣⼦
KAJI�Naoko
公益財団法⼈東京都歴史⽂化財団
東京⽂化会館�事業企画課⻑
国⽴⾳楽⼤学声楽学科�卒業。藤原歌劇団オペラ公演や新国⽴劇場との
共催オペラ公演等の制作、江副育英会（現公益財団法⼈江副記念リク
ルート財団）新進アーティスト⽀援等を経て、東京⽂化会館50周年を
機に現職に着任。東京⽂化会館の主催事業である創造発信�や⼈材育
成、教育普及、社会包摂の各事業展開に携わる。

ジョルジュ・プレンダス
Jorge�PRENDAS
カーザ・ダ・ムジカ
エデュケーション部⻑
作曲家、演奏家、エデュケーター。10歳より⾳楽の勉強を始める。作
曲家として国際⾳楽祭や映画、CD等で多数作品発表する⼀⽅で、演奏
家としてアカペラグループ「Vozes�da�Rádio」を創設し、500回を越
えるコンサートを欧州アジアにて開催。2007年9⽉よりカーザ・ダ・
ムジカのワークショップ・リーダーとして勤務。10年よりカーザ・
ダ・ムジカのエデュケーション部⻑に着任。⽇本では13年より東京⽂
化会館において⾳楽ワークショップ実施及びワークショップ・リーダ
ーの育成に取組み、これまでに100名以上の⽇本⼈ワークショップ・
リーダーを育成している。13∼15年RESEO運営委員。16年よりミラ
ノ・スカラ座舞台芸術マネジメント修⼠課程講師。

🄫Mino�Inoue

🄫�ヒダキトモコ

SPEAKER  PROFILES

登壇者略歴
※登壇順に掲載
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東京⽂化会館�Workshop�Workshop!�コンビビアル・プロジェクト

東京⽂化会館
60周年オンラインフォーラム�
「より開かれた⽂化施設を⽬指して―地域、多様性、コロナ禍」


